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　　　　　　　　　　　　　O　5　10　15　　 　　 　　　　　　　　　 　　 　　 　　 　　　　　　　　　 　　 　　　　　 　　　　　　MINUTES
Fig．　2．　The　viscosit．y　of　G－aetin－myosin　mixture　under　various　KCI　coneentrations．
Reaction　mixture：　6．O　me　（total　volume）．　G－actin，　1．66　mg／m¢（final　eoncentration）．
Myosin，　O．083　mg／me　（final　concentration）．　pH　6．5　（veronal－aeetate　buft’er）．
Temperature：　27’C．
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度変化を観察し，次にこれと同じ条件でactinに対しその
1／20i蛋白量のmyosinを加えた場合の粘度変化を検討して
Fig．　1及びFig．2の如き結果を得た。さらにこの図から，
actin単独の最：高粘度値に達するまでの時間及びactin－
myosin混液における最高粘度値に達するまでの時開を
KCI濃度に対してplotしたのがFlg，3である。
　これによれば，actin単独のものでは，最高粘度値に到
達する時間は0．1MKCIで最も短く，またその他のKCI濃
度においては何れもこれより延長した。
　これに対し，myosinが共存する時は，同一塩濃度下ac－
tin単独時に比し，　O．5　M　K：C1以下の塩濃度環境において
は何れも短縮されているが，0．5MK：Clではその時闇は両
者．等しV・。また何れの場合にもmyosinが存在するとac－
ti血単独の粘度よりもその粘度は高い値を示した。
　なお以上の実験においてbufferそのものによる有意義
の影響は見られなかった。
　2）G－aetin量を一定とし，これに種々の量＝のmyosin
を加えた条件下で重合を開始させ，重合に伴うその混液
の粘度一時間曲線をFig．4及びFig．5に示した。　Fig．4は
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　Fig．　3．　The　relation　between　the　time　when
the　viscosity　of　G－aetin－myosin　rnixture　reaehed
its　maximum　and　KCI　eoncentrations．
　Reae’tion　mixture：　6．O　rnZ　（total　volume）．
　（D　G－actin，　1．66　mg！mZ　（final　eoneentration）．
　②G－ac七in，1．66　mg／mZ　plus　myosin，0．083
　　mg／me．　（final　coneentration）．
　　Buffer：　（pH　6．5，　veronal－aeetate　buff’er），
　Temperature：　27’C．
　Or　”’一’5”　10　15　20　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌃刑NUTES
　Fig．　4．　Effect　of　myosin　concentration
　　　　　on　actin　polymerization．
Total　volume：　6．O　me．
　　　　KCI：　O．14　M　（final　concentration）．
　　　Bufrer：　7．0（veronal－acetate　buffer）
Temperature：　25’C．
．rAo　G－actin，　2　mg／m．e　plus　myosin，　1．003
　mg／me　（final　coneentration），　（actin：myosin
　＝　1　：　1／2）．
A－A＠　G－actin，　2　mg／mZ　plus　m：　osin，　O．49
　mg／me　（final　eoncentration），　（acti　n：myosin
　＝1：1／4）．
o
e
　＠一〇s
O．14MKCI環境下で．，　G・actin対しそれの1／2～1／16蛋白
最の割合にmyosinを加えた場合で，　Fig．　5はO．1　M　K：CI
環境下で同様に1／16～1／32量のmyosinを加えた場合のも
のである。
　これによれば，何れの図においてもactin・myosin混液
のそれぞれの粘度一時聞曲線における初期の上昇勾配，最
高粘度値及び最終粘度値はactin単独のそれに比し・遙かに
高い。またその曲線はmyosin量の増加とともに高くなる
傾向が見られた。またさらに，actin－myosin混液の粘度曲
線において最高粘度値に達iした後，i突第にその粘度が低下
し，15～20分後に一定の・平衡値に達するovershootの現
象が何れの工合にも見られた。しかしながら，かかるover一
　o＠　G－aetin，　2　mg／m¢　plus　myosin，　Q‘245
mg／me　（final　coneentration），　（aetin：m．yosin
＝＝　1：1／8）．
　eL）　G－aetin，　2　mg／rn2　plus　myosin，　O．123
mg／me　（final　coneentration），　（actin：myosin
　：　1：　1／16）．
　　　G－actin，　2　mg，／me　in　O．14　M　KCL
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　　Fig．　S．　Eff’eet　of　myosin　concentration
　　　　　　　on　actin　polymerization．
Total　volume二7．O　m．¢．
　　　　　KCI：　O．IM　（final　coneentration）．
　　　　Buffer：　pH：7，0（veronal－ace七ate　bufi’er＞．
Temperature：　25’C．
e－e9　　　　　　G－aetin，　2．365　mg／ma　plus　myosin，　Q．148　　mg／m£（final　concen七ration），（actin：myosi11＝
　　1＝1／16）．
o一一〇D　G－ae’tiR，　2．365　rng／m¢　plus　myQsin，　O．098
　　mg／rnZ　（final　concentration），　（actin　：　myosin　＝
　　1：1！24）．
e一一一e＠　G－actin，　2．365　mg！m¢　plus　myosin，　O．074
　　mg／m£　（final　eoncentration），　（actin：　myosin＝
　　1：1／32）．
o一一一〇s　G－actin，　2．365　mg／me　（final　concentra－
　　tion）　in　O．1M　KCL
shootの程度とmyosin量との開には，この実験において
使用した範囲のmyosin量では注目すべき関係が認められ
なかった。
　また，myosinが混在した場合，その混液が最高粘度
値に．達する時聞は，actin単独の粘度曲線のそれに比し，
Fig．4では4分，　Fig．5では2分それぞれ短縮されており，
その効果は実1験に使用した範囲内では，myosin：量に無関
係であった。
　3）一定濃度のG－ac七inに対し，予め熱処理を施した
myosinを加えて，その粘度変化を観察した。0．1　M　KCI環
境でG－actinに対しそれの1／16量の熱処理myosinを加
えて得た成績をFig．6として示したのであるが，その他の
myosin量に＝ついても総：て同様な傾向を認めた。
　即ち，G－ac七lnに対し．native　myosinを加えて得た粘度
曲線（curve①）に比し，37℃5分加熱を行ったmyosinを
加えた揚合（curve②には，その唾液の最高粘度値に達す
る時聞が延長し，最：終粘度値は低いIevelに・留まり，　over－
shootの現象も顕著でなくな．つた。50℃以上の熱処理myo－
liinを加えた場合には，　KCIのみによるG－actin単独の頭：
合曲線に酷似した経過を辿り）．overshootの現象が殆ど見
られなかった。なおこの場合には，G－actin単独の場合に
比しその最高粘度値に達する時聞は極く僅か延長されてい
た。しかし，本実験に用いた粘度測定．方法からは，ζの点
に意味を．持たせることは困難と考える。
　4＞0．1MK：Cl環境でG－actinの重合曲線を追跡し，最
高粘度値に達した後，actinに対してその1／16量めnative
myosinを加えてFig．7の如き成績を得た。
　即ち，F－actinの状態に：native　myosinを加えると，そ
の混液の粘度は瞬時に上昇した（curve②！。しかし，その
値は同＝肚のG－actinに対し最初からmyosinを加えた揚合
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　O　5　10　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MINUTES　　　Fig．6．　Effec七〇f　heat－trea七ed　myosin
　　　　　　　．on　aetin　polymerization．
Total　volume：　7．O　me．
　　　　　KCI：　O．I　M　（final　eoneentr・ation）．
　　　　Buff’er　：　pH　7．0　（veronal－acetate　buffer）．
Temperature：　25”C．
o一一〇①G－actin，　2．38　mg／rnZ　plus　na七ive　myosin，
　　O．148mg／m¢　（final　eoncentr．ation）．
●　　●②　G－ac七in，2．38　mg！m¢plus　heated（at　37
　　［’C　for　5　minutes）　myosin，　O．148　mg！me　（final
　　eoncentrati’on）．
＠一＠　G－aetin，　2．38　mg／me　plus　heated　（at　50”C
　　for　5　minutes）　myosin，　O．1rs　mg／me　（final　con－
　　centration）．
o－de　G－actin，　2．38　mg／me　plus　heated　（at　100”C
　　for　5　minu七es）myosin，　O．148　mg／m¢（final．con－
　　eentration）．
o－o　G－actin，　2．38　mg／me　（final　coneentration）
　　in　O．IM　KCI．
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測定を繰り返す毎に漸次眠下し，連続測定の場合のleveI
に戻った。即ち，thixotropy性を示した。
　rt　’lo　’　　ls　　　　．　　　　　2a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MlinUTES　　　　Fig．　7．　Effect　of　myosin　added
　　　　　　　to　polymerized　actin．
Reaetion　mixture：　7．OrnZ　（total　volume）．
　　KCI，　O．1M　（final　coneentration）．
　　Buft’er，　pH　7．0　〈veronal－aeetate　buff’er）．
　　G－actin，　2．365　mg／me　（fina！　concentration）．
　　］MIyosin，0．148　mg／m¢　（fi血al　conc色ntra七ion）．
Temperature：　25”C．
e－eo　Myosin　was　added　to　G－actin　at　the　sta／　t．
o一一〇（t）　Myosin　was　added　to　polymerized　aetin．
総括並びに考按
1）actin重合に及ぼすmyosinの影饗と塩濃度との関係
　上記われわれの成績を要約すれば次の如くである。即ち
actin単独の最高粘度値に達する時開は0．1MKClにおい
て最も速い。一方，myosin存在下ではactin－myosin混
液の粘度は総てaeti血単独のそれよりも遙かに高く，その
混液の最高粘度値に達する時間は0．5MK：C：1においては
ac七inのみのそれと同じであったが，0．5　M　KCI以下の塩
濃度では総て短縮された。．特にその効果は0．1MKCI以下
において著明でありた。
　塩濃度iとac七in重合に対するmyosinの作用に関する従
来の報告を見れば，低塩濃度においてはその軍合を少最の
myosinが著しく促進するとするSzent－Gy6rgyi2），　Laki3’）
等の報告がある。Szen七一Gy6rgyi2）によればmyosinのこ
の効果はcatalyticな性質を示すという。Lakiはこのca一
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Fig．　8．　The　po．　lymerization　curve　of　the　mixed　solution　of　G－aetin　and　myosin
　　　亀　（The　measuremellts　were　performed　with　arbitrary　in七ervals）．
Reaction　mixture：　7D　mZ　（total　volume）．
　　KCI，　O．IM　（final　coneentration）．
　　Bufr’er，　pH　7．0（veronal－aceta七e　buff“er）．
　　G－actin，　2．37　mg！me　（final　coneentration）．
（curve①〉よりも．瀧かに低いlevelに留まった。なお，図
に記載してはいないが農でmyosinを添加した場合の粘度
はmyosin量が小になるに従って低くなり，　actinのみの
場合のleve1に近接して行き，　overshootの現象が不明瞭
になるような傾向が見られた。
　5）0．1MKCI環境でG－actin－myosin混液の粘度が最
高値に達した後，断続的に粘度測定燥作を行ってFig、8の
如き成績を得た。
　即ち，一時粘度測定を申止し，一一一A定時間後（数分ないし
10分前後）再び開飴すると，当初はやや高い粘度を示すが，
　　Myosin，　O．148　mgfme　（final　eoneentration）．
Temperature．：　2sOC．
e－e　continual　measurement．
o－o　intermittent　measurement．
talytic　effectをac七in－myosin混液の粘度一時聞曲線の
最高粘度値に達する時間の短縮度合から判定し，actin単
独のそれ．と比較検討した。これによればmyosinは低KC1
下で（pH　8．0）cataly七ic　eff’ectを有し，　actinの軍合速度
を促進するという。
　われわれ7）に先に，Spicer”）のいうwhite．　turbidityの
現われる呼塩濃度でG－actinにstoichio皿eむric量のmyo－
sinと　ATPを加えた実験から，一定．目寺間内でO．1MK：Cl
ではwhite　turbidltyが現わ牙tるのみであるに反し，　O．05
MKCIでは超沈澱が起ることを観察した。　これは後者に
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おいて，より速かva　actinの重合が完了されたことを意味
する。
　高塩濃度下に関して，Straub1）は，0．5　M　K：Clにおいて
G－actinにmyosinを加えても何等粘度の上昇はないが，
これにATPを加えると膿て粘度が上昇すると報告してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　Szellt－Gyδrgyi2）によれば，0．6　M以上のKCI濃度では，
myosinのcatalytic　eft’ectはないか，或はむしろ抑制
効果があるという。またSpicer4）によればG－actinは1．O
MKCI環境下で，　myosinの存：昼下においても重合し得る
が，ATPを添加すれば速かに貢合を完成し収縮性のacto－
myosinを形成するという。
　以上諸氏の報告は測定方法及び使用せるmyosin濃度や
ATPの存在下等条件は異なるが，　Straubi）以外は何れも
低塩濃度下にはmyosinがcatalytic　e住ectを有し，　actin
の重合速度を促進し，高塩濃度下では影響がないか，或は
抑制する点で一致している。
　われわれの成績をこれ等の報告と比較すると，低塩濃度
におけるmyosinの効果はLaki3）の記載の如く，最高粘度
値に達するまでの時聞を採用すれば，G・actinに対し1／20
蛋白量の微量myosinも著明なcatalytic　e貸ec七を有する
ことになり諸氏の報告と全く一致する。また高塩濃度下で
もmyosinの効果はSzent－Gy6rgyi2）の報告とほぼ一致す
る。
2）actin重合に対するmyosin濃度の影響
　われわれの成績を要約すれば次の如くである。即ち，G－
actinに対しその1／2～1／32量のmyosinを加えて亘合さ
せると，その混液の粘度一時間曲線の上昇勾配，最高粘度値
及び最終粘度値は何れの場合にもactin単独の距合曲線に
比して遙かに高く．［しつmyosin濃度の増加とともに高くな
る。しかしながら，最高粘度値に達するまでの時借はac七in
単独に比して何れも短縮されているが，使用したmyosin
濃度の範囲ではその濃度に無関係である。またactin－myo－
sin混液の粘度一時間曲線におけるovershoo七の現象と，
myosin濃度との間には，かかるmyosin濃度の範囲内で
は特別な関係が認められない。
　従来，actin重合に及ぼすmyosinの効果とその濃度に
ついての関係ではLaki：i）の報告及びSzent－Gyδrgyis）の
示唆がある。
　Laki3）によれば，　ATP存在下の実験から，　ac七in－myo・
sin混液の重合に対するmyosinの効果は添加したmyosin
量に依存して強くなり，その効果はac七inに対し1／10～
3／10蛋白量のmyosinで既に認められるという。
　Szent－Gyδrgyis）は，　myosinの効果がmyosinにequ－
ivalen七のG－actinだけを促進するに止まるから，これは
真にcatalyticとはいえないとして氏の初期の考え2）を訂
正している。このことは暗にmyosin濃度の増加に従って
ae七in重合を促進することを示唆しているものといえよう。
　Laki3）及びSzen七一Gy6rgyi8）は，われわれと同様に粘度
測定によってmyosinのactin牛合に及ぼす影響を論じて
おり，三等はmyosinの重合．促進または抑制効果を最高粘
度値に達するまでの時閥の短縮または延長により判定して
いる。一応これに従って，われわれの成績とLakig）の成績
及びSzent－Gy6rgyi8）の見解を検討して見よう。
　先ずLakiについて論ずるに，氏の成績とわれわれのそ
れとの間に，相違点があるが，両者の実験条件にも次の点
で差が認められる。Lakiの条件はATPの存在下であり
pH　8．0～8．3，　KCI濃度は0，11　M，測定温度は26℃で，使
用したG－actinは2．14　mg／mZ（final），　myosinは前記の如
くactinの1／10～3／10蛋白量である。われわれの実験条件
はpH　7．0，0．1～0．14　M　K：Cl，温度25℃，　actin量は約2．28
mg／m£（final），　myosin量はactinの1〆32～1／2で両者と
もに7．O　m¢容量のOstwald型粘度計を使用しη、pの値も
ほぼ近似している。それ故に，両者の差は主としてpHの
差異とATPの存否に帰せられるであろう。
　actin重合｝こ関してpHが関与することはMommaerts9）
によって指摘されている。即ち，低いpHでは，　actinは
丘brousな重合を起さずaggregateするという。しかし，
myosinのcatalytic　effectに及ぼす効果についての報告
はない。Laki3）はpH　8．0から8．3に上げることによって
catalytic　effec七の消失を見ているが，同一pHで全く逆
な成績をも得ていることから考えて，むしろ氏のいう如く
myosinの不安定性を物語るものであってpHの影響は余
り重要とは考えられない。pHの効果は，むしろATP添加
後に来る異常な粘度の上昇，即ち氏：s）のcopolymerの形
成に重要なfactorであるといえよう。従って，　ATPの存
否は著しい条件の差であるといわねばならない。Laki”）の
実験条件ではATPの存在下で反応を開始しているため，
Spiceri〔J）のclear　phaseからgel　formationへの過程と
同一である。従ってSpicerの報告の如く，当然turbidity
の出現を含み，しかもactomyosinの解離は起っていない
と考えられるので，この過程に含まれる現象は非常に複雑．
である。Laki3）自身もこの成績をactin重合に対する
myosin濃度の影響として記載せず，　ATP存在下のactin－
myosin混液の重合に対するmyosin濃度の影響として論
じている。
　以上の観点からして，Laki：s）の成績のみから直にかか
る結論を下すのは早計であろうと考えられる。
　要（にSzent－Gy6rgyiS）の考えについて検討して見よう。
氏の想定の如く，myosinがそれ｝t　equivalentのG－actin
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のみを重合させるものとすれば，これを別な表現でいい表
わすとmyosin濃度が大なるほどactin1巨：合に対する促進
効果も大となることを意味する。Szent－Gy6rgyii1）によれ
ばactinとmyosinのstoichiometric　ratio　lik　1；5であ
るという。しかりとすれば，Fig．5curve③の揚合にはそ
のratioが1：1／32であるから，われわれの使用したmyo－
sinはG－actinに比して極めて微細なものとな，る。また
Fig．7　curve②に見る如くF－actinとmyosinとの結合は
非常に速いから，加えられた少量のmyosinは∫巨：合曲線の
極めて初期に一部F型に，なったstoichiometric量のactin
と迅速に結合を完了し，若干の粘度上昇を引き起すが，そ
の後は促進効果が無いから混液中に残った大部分のG－ac－
tin単独の重合曲線と殆ど平行する筈である。しかるにわ
れわれの得た成績ではかかる現象が見られず，粘度曲線の
上昇勾配は急峻であり，G－actin単独の重合曲線と平行し
ていない。また最終粘度値も，同じ条件では常にG－acbin
が重合した後にmyosinを加えて得られる値より蓬かに高
い（Fig．7＞。これ等の事実は前記Szent・Gy6rgyis）の想定
をしてその根拠を失わしめるであろう。
　以上種々論じて来たのであるが，ATPの介在しない条件
で直接にmyosin濃度の効果を測定したわれわれの成績は
かなり一定した値を示しており，actin引合に及ぼすmyo－
sinの影響を明確に表わした実験成績であるといえよう。
即ち，Laki3）及びSzellt－Gy6rgyi8）のいう意味でのac七in
重合に対するmyosinのcatalytic　e登ectは，この範囲の
myosin量では，その濃度に無関係であると考えられる。
しかしながら，Fig．5におけるcurve④とその他のものの
間で最高粘度値に達する時間が異なる点から期待される如
く，1／32よりさらに微量のmyosinでは認る濃度範囲で，
しかも恐らく非常に狭い範囲で，myosin量とそのcataly－
tlceぜectに比例関係が認められるかも知れない。この点
は今後の研究に侯ち度い。
3）熱処理myosinの効果
　前記myosinのcatalytic　eftJectは，　myosinを予め50
℃以上で5分間処理することによって全く失われる。しか
しながら，37℃5分程度の緩和な熱処理myosinを添加し
た揚卸は，そのactin－myosin混液の粘度はactin単独の
それよりなお癌かに上廻った値を示すが，Laki等の如く
最高粘度値に達するまでの時間に藷目するとmyosinの
ca七alytic　eff’ectは無く，むしろ抑制的である。
　Engelhardti2）によるmyosinのATPaseの発見以来
myosinは熱に不安定な蛋白であることが知られ，湯田trz　l：1）
もこのことを認めている。従来，この現象は単なる熱変性
と考えられてきたが，最近のA．αSzent－Gy6rgyi11）・14）の
報告によれば，myosinは熱に対して感受性の異なるH及
びしの2種のmeromyosinから成り立っていることが明
かになった。即ち，H・meromyosinは熱に不安定であり且
つactinとの結合及びATPaSe作用を司るが，これのみ
ではac七inの重合を促進しない。　L－meromyosinは比較白勺
熱に安定で且つ溶解性のみを担当し，両者が合して初めて
myosinとしての機能を発揮するという。われわれの成績
をこの見地から解釈すれば，50℃以上の熱処理は完全に両
meromyosinを変性きせたのであり，37℃5分処理myo－
sinの異常な効果は熱に不安定なH－meromyosinの変性に
因るか，或は両meromyosinの結合状態に変化をき’たし，
その結果myosin分子それ自体が何等かの変化を受けたか
の何れかであろう。この点はさらに今後の研究に侯たねば
ならない。
　何れにしても，myosinのcatalyti　c　eff’ectはnative
myosinによるものと考えられる。また以上の如くmyosin
の効果は熱に不安定であることから，その作用はmyosin
中に含まる玉無機塩の効果でないことは明かである。
4 catalytib　effectの判定法について
　われわれは以上の考察において，　一li　Szent：Gy6rgyi及
びLakiに従って，最高粘度値に達するまでの時聞を以っ
てcatalytic　effectを判定する立揚をとってき・た。しかし
ながら，この裏付けにはなお議論の余地がある。
　既述の如く，Laki及びSzent・Gy6rgyiの考えに基き，
われわれの成績（Fig．4，5）を見るならばmyosinのca七a－
lytic　e旋ctは或る濃度まではmyosin濃度に依存するが，
それ以上では一定でmyosiロ濃度に無関係であることにな
る。しかし，今，粘度の時間的増加度を見ると，明かに
田yosin濃度に依存しており一見myosi　n濃度とともにac－
tin爺合が促進されている如くであり，前者の結論は否定
的となる。従って，粘度の意味を厳密に考えなければなら
ない。粘度の意味に関して，Lakiは生成されたF－actin
の他，形成されたa¢ヒomyosin量及びその他の因子を考え
ており，粘度の値それ自身をそれ等の加算としている。，わ
れわれの成績においても，Fig．7に示す如く，単に形成さ
れたactomyosinの他に肱kiのいう因子の存在を認めね
ばならない。　さらにFig．5及びFig．8に二示した如く，　F－
acttinの示す七hixotropy性がmyosinの存在により増加
する傾向及びその七hixotropy性の複雑性を見ている。従
って，その粘度の内容は複雑である。
　以上の専実を考慮すればF－actinの重合度がmyosin濃
度に従って増加する可能性を完全に否定し得ないと考え
る。この点が解明されなければmyosinのcatalytic　effect
に関する上記の考察は完全なものといえず，もし，重合度
がmyosin濃度とともに増加するならば，仮令最高粘度に
達する時間は一定であっても，myosin濃度に依存してそ
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のcatalytic　effectは増大することになるであろう。しか
しながら，この点については本実験成績からは直に判断し
得ず，．詳細は続報において触れることにする。
　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論
　actin重合に及ぼすmyosinの効果を極く微蚤のmyosin
量について粘度測定の面から検討して弐の如き結果を得た。
　　1）ac七in重合に及ぼすmyosinのcatalyti　c　eff’　ectを
種々のKC玉濃度．下に検討し，低KCl濃度では強い効果を
示したが，0．5M　KC1においてはかかる効果は全く見られ
なかった。
　　2）低塩濃度（0．1或は0．14　M　KCI）』下におけるmyosin
のcatalytic　e．ffectはac七in量に対してその1／32～1／2ま
でのmyosin濃度では，その濃度と無関係に一定の促進効
果を示した。
　　3）myosinのca七alytic　eぼectは50　C以上5分聞の熱
処理で全く認められなかったが，37C5分間の緩和な処理
では，粘度上昇効果は認められたがcatalytic　e住ectは無．
く，むしろ蚤合速度を抑制させる．結果となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口召禾「131．1．23受f寸）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　The　effect　of　slight　amounts　of　myosin　on　the　actin　polymerizatioh　was　studied．　The
grade　of　polymerization　was　measured　by　viscosimetrical　method．　The　results　were　as
follows　：
　　　　1）　ln　lowet　KCI　concentrations，　a　marked　cataly’tic　effect　of　myosin　was　observed
on　the　act．in　polymerization．　However，　in　higher　KCI　concentrations　（O．5　M），　the　myosin
showed　no　catalytic　effect．
　　　　2）　ln　lower　KCI　concentrations　（O．1　or　O．14　M），　the　catalytic　effect　of　myosin　was
unrelated　’to　the　amount　of　myosin　within　the　range　of　1／32一一1／2　volume　of　the　actin　in
the　solution，　and　was　held　at　almost　the　same　value．
　　　　3）　When　myosin　was　heated　for　5　minu’tes　at　500C，　or　over，　the　catalytic　effect　on
the　actin　pD］ymerization　disappeared．　When　mildly　heated　myosin　（at　370C　for　5　minutes）
was　added　・to　G一一actin　solution，　the　viscosity　o’f　this　mix’ture　exceeded　tha’t　of　the　solution
of　G－actin　alone．　However，　this　exceeding　could　not　be　considered　as　a　result　of　the
catalytic　effect　of　myosin，　but，　in　this　case，　the　i’ate　of　polymerizatin　was　inhibited．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Jan．　23．　1956）
